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本

書

は

ロ

シ

ア

で

創

業

さ

れ

た

株

式

会

社

で

あ

り

、

現

内

モ

ン

ゴ

ル

自

治

区

満

洲

里

か

ら

現

黒

竜

江

省

綏

芬

河

を

横

断

し

た

中

東

鉄

道

に

つ

い

て

、

そ

の

建

築

か

ら

「

満

洲

国

」

へ

の

売

却

ま

で

を

経

営

状

況

や

沿

線

地

域

と

の

関

係

、

さ

ら

に

は

同

鉄

道

を

め

ぐ

る

国

際

関

係

を

も

踏

ま

え

つ

つ

総

体

的

に

描

く

。

序

章

に

お

い

て

著

者

は

、

従

来

の

帝

国

主

義

論

と

植

民

地

近

代

化

論

の

限

界

を

指

摘

し

、
「

猟

集

し

た

史

料

か

ら

議

論

を

組

み

立

て

る

帰

納

法

」

に

基

づ

く

分

析

を

唱

え

た

。

そ

の

言

葉

の

通

り

本

書

の

記

述

は

、

ロ

シ

ア

語

・

日

本

語

・

英

語

・

中

国

語

な

ど

、

多

言

語

の

史

料

を

広

範

囲

に

、

そ

し

て

丹

念

に

読

み

解

く

極

め

て

高

度

な

実

証

性

に

裏

付

け

ら

れ

て

お

り

、

な

お

か

つ

読

者

を

中

東

鉄

道

の

世

界

に

引

き

込

む

よ

う

な

表

現

の

魅

力

に

も

富

ん

で

い

る

。

本

書

の

概

略

は

次

の

通

り

。 

 

第

一

章

「

中

東

鉄

道

を

め

ぐ

る

国

際

環

境

」

で

は

、

中

東

鉄

道

に

託

さ

れ

た

ロ

シ

ア

帝

国

の

思

惑

や

、

ロ

シ

ア

革

命

後

の

鉄

道

を

め

ぐ

る

混

乱

、

奉

ソ

紛

争

や

満

洲

事

変

の

発

生

な

ど

政

情

が

極

め

て

不

安

定

化

し

た

中

国

東

北

地

域

と

中

東

鉄

道

の

関

係

が

論

じ

ら

れ

る

。 

 

第

二

章

「

中

東

鉄

道

の

組

織

構

造

と

社

員

」

で

は

、

鉄

道

の

監

督

官

庁

や

設

立

当

初

筆

頭

株

主

だ

っ

た

露

清

銀

行

の

実

態

が

明

ら

か

に

さ

れ

、

中

東

鉄

道

社

内

の

組

織

構

造

や

鉄

道

敷

設

期

・

経

営

開

始

後

の

社

員

に

つ

い

て

も

詳

述

さ

れ

た

。 

 

第

三

章

「

鉄

道

事

業

―

路

線

、

収

支

、

貨

客

の

分

析

」

で

は

、

中

東

鉄

道

の

複

線

化

、

延

伸

計

画

に

つ

い

て

述

べ

た

う

え

で

、

中

東

鉄

道

の

財

政

や

輸

送

貨

客

量

の

変

遷

、

米

・

穀

物

・

大

豆

三

品

と

い

う

上

位

輸

送

貨

物

の

実

態

が

解

明

さ

れ

る

。 

 

第

四

章

「

鉄

道

・

港

・

海

運

の

「

三

位

一

体

の

交

通

シ

ス

テ

ム

」

」

で

は

、

ウ

ラ

ジ

オ

ス

ト

ク

→

大

連

→

ウ

ラ

ジ

オ

ス

ト

ク

と

変

遷

し

た

中

東

鉄

道

の

主

要

港

湾

に

つ

い

て

、

港

湾

の

建

設

計

画

や

海

運

会

社

と

の

連

携

に

も

言

及

し

つ

つ

、
「

満

洲

国

」

に

よ

っ

て

港

湾

と

の

連

携

が

途

絶

さ

れ

る

ま

で

を

描

き

上

げ

た

。 

 

第

五

章

「

植

民

地

と

し

て

の

収

用

地

の

形

成

と

変

容

」

で

は

、

満

鉄

で

は

鉄

道

付

属

地

と

命

名

さ

れ

、

日

本

の

中

国

侵

出

の

足

掛

か

り

に

も

な

っ

た

中

東

鉄

道

の

収

用

地

に

つ

い

て

、

ロ

シ

ア

が

そ

の

区

域

を

拡

大

し

て

い

く

過

程

が

明

ら

か

に

さ

れ

る

。 

 

第

六

章

「

燃

料

資

源

の

確

保

を

め

ぐ

る

苦

闘

」

で

は

、

鉄

道

運

営

に

不

可

欠

な

燃

料

を

中

東

鉄

道

が

い

か

に

確

保

し

て

い

た

か

を

解

明

す

る

。

燃

料

確

保

の

確

た

る

見

通

し

が

な

い

ま

ま

建

設

・

経

営

さ

れ

た

中

東

鉄

道

の

像

が

浮

き

彫

り

に

さ

れ

た

。 

 

第

七

章

「

中

東

鉄

道

警

備

隊

と

護

路

軍

」

で

は

、

露

清

間

の

契

約

で

は

厳

密

に

は

設

置

を

許

可

さ

れ

て

い

る

と

は

言

い

切

れ

な

い

鉄

道

警

備

隊

を

ロ

シ

ア

が

設

置

・

拡

大

す

る

過

程

と

、

中

国

が

そ

の

権

利

を

回

収

す

る

過

程

が

論

じ

ら

れ

た

。 

 

本

書

が

中

東

鉄

道

研

究

の

み

な

ら

ず

、

中

国

東

北

地

域

研

究

や

国

際

関

係
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の

領

域

に

お

い

て

も

長

く

参

照

さ

れ

続

け

る

で

あ

ろ

う

こ

と

は

疑

い

得

な

い

。

本

書

を

読

み

、

評

者

は

二

つ

関

心

を

抱

い

た

。

一

つ

目

は

ロ

シ

ア

の

対

満

洲

政

策

と

対

朝

鮮

半

島

政

策

の

連

動

に

つ

い

て

で

あ

る

。

明

治

・

大

正

期

日

本

の

政

策

を

担

っ

た

者

が

両

者

を

統

合

的

に

見

、

ロ

シ

ア

の

脅

威

へ

の

対

応

に

終

始

し

た

こ

と

は

よ

く

知

ら

れ

る

。

中

東

鉄

道

の

経

営

を

、

ロ

シ

ア

の

対

極

東

政

策

と

い

う

枠

組

み

で

、

対

朝

鮮

半

島

政

策

と

も

結

び

つ

け

て

考

察

す

る

と

、

い

か

な

る

像

が

浮

か

び

上

が

る

の

か

。

二

つ

目

は

、

著

者

が

終

章

に

て

「

中

国

側

が

ほ

と

ん

ど

無

自

覚

な

ま

ま

、

あ

ま

り

に

も

多

く

の

利

権

を

ロ

シ

ア

に

簡

単

に

譲

渡

し

、

恒

常

的

な

ロ

シ

ア

の

半

植

民

地

が

沿

線

に

築

か

れ

た

」

こ

と

に

、
「

中

露

両

国

に

と

っ

て

不

幸

」

な

歴

史

を

中

東

鉄

道

が

招

い

た

と

し

た

箇

所

（

三

五

五

～

三

五

六

頁

）

に

関

連

す

る

。

中

国

が

な

ぜ

東

北

の

鉄

道

付

属

利

権

を

ロ

シ

ア

や

日

本

に

割

譲

し

た

か

に

つ

い

て

、

背

後

に

あ

る

中

国

の

契

約

解

釈

や

戦

略

を

め

ぐ

っ

て

は

な

お

不

明

点

が

多

い

の

で

は

な

い

か

。

第

三

回

太

平

洋

問

題

調

査

会

に

伴

い

一

九

三

〇

年

前

後

、

満

鉄

の

法

源

に

関

す

る

学

術

調

査

が

世

界

的

に

行

わ

れ

、

そ

の

一

連

の

業

績

で

は

鉄

道

付

属

地

や

鉄

道

警

備

隊

等

、

中

東

鉄

道

の

法

源

も

精

査

さ

れ

て

い

る

（

例

え

ば

、

C
arl W

alter 

Y
oung, Japanese Jurisdiction in the South M

anchuria R
ailw

ay A
reas, Johns H

opkins 

Press, 1931

）

。

極

め

て

綿

密

な

該

調

査

で

も

不

明

確

な

ま

ま

に

止

ま

っ

て

い

る

の

が

、

ロ

シ

ア

の

契

約

の

拡

大

解

釈

に

対

す

る

、

中

国

側

の

理

解

だ

っ

た

。

中

国

が

中

東

鉄

道

の

利

権

拡

張

に

対

し

て

「

ほ

と

ん

ど

無

自

覚

」

で

あ

っ

た

か

、

そ

れ

は

同

時

代

的

に

見

て

「

あ

ま

り

に

も

多

く

の

利

権

」

だ

っ

た

の

か

に

つ

い

て

は

、

中

国

の

檔

案

を

見

た

う

え

で

の

判

断

に

な

る

か

と

思

わ

れ

た

。

し

か

し

こ

の

よ

う

な

評

者

の

関

心

は

、

中

東

鉄

道

の

経

営

の

分

析

に

重

き

を

置

く

本

書

の

射

程

外

と

な

ろ

う

。

著

者

が

序

章

に

掲

げ

た

一

国

史

を

超

え

る

歴

史

記

述

は

、

本

書

で

十

分

に

実

現

さ

れ

て

い

る

。

ぜ

ひ

手

に

取

っ

て

頂

き

た

い

一

冊

で

あ

る

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

吉

井

文

美

） 

 
 


